
 

 

 

 

第３学年 道徳科学習指導案 

１ 主題名「みんなが幸せになるためには」（内容項目：B-11 相互理解，寛容） 

 

２ 教材名「しあわせ」（出典「新訂 新しい道徳３」東京書籍） 

 

３ 主題設定の理由 

中学校第３学年における「相互理解、寛容」の学習では、自分の考えや意見を相手に

伝えるとともに、それぞれの個性や立場を尊重し、いろいろなものの見方や考え方があ

ることを理解し、寛容な心をもって他に学び、自らを高めていくことが重要である。 

この時期の生徒は、個性についての自覚も芽生え、人それぞれのものの見方や考え方

に違いがあることを理解するようになる。そうした時期に、自分自身を振り返らせ、自

分の視点からだけではなく、さまざまな意見も取り入れ、認め合い学び合う心を育みた

い。 

教材「しあわせ」では、主人公が、友達との好きな食べ物についての会話や学級全体

の幸福についての話合いから、一人一人の考え方に違いがあることに気付いていく。生

徒は、登場人物に共感しながら違いを認め合うことの大切さについて考えを深めていく

ことができる。 

 

４ 本時のねらい 

 「全体のしあわせ」を実現することの難しさを考えることを通して、社会生活を送る

上で、それぞれの立場を尊重し、寛容の心をもって、いろいろなものの見方や考え方が

あることを理解しようとする道徳的実践意欲と態度を養う。 

 

５ 本授業のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自己の（人間としての）生き方についての考えを深める」 

を重点とした道徳科の授業づくり 

①交流では、「共感」「違和感」「創造」の視点から対話の広がりを促すとともに、端末を活用して、

考えをクラウド上で可視化する。 

②自分のものの見方や考え方を広げて確かなものにしていけるよう、本時のテーマを工夫する。 



６ 本時の展開 
 

学習活動 ○主な発問 ・予想される児童生徒の発言 
・留意点や評価の観点 

◇指導上のポイント 等 

導 

入 

１ 問題意識をもつ  

○「幸せ」とはどのようなときだろう。また、それを実現

するためにどのようなことをしているだろう。 

・ありがとうと言われるとき。 

・人によいことをするとき。 

・テストでよい点数がとれたとき。 

・勉強を頑張ったとき。 

〇「幸せなら手を叩こうゲーム」 

・仲間の発表の「幸せ」に共感する人は手を叩く。 

２ 本時のテーマ  

「みんなの幸せを実現することは難しいのだろうか。」 

 

・交流（３グループ）、発表（各

グループ１名） 

・教材に入る前に、「幸せ」と「そ

の実現」について、自己や仲間

がどのような考えや意見をも

っているのかを知る。 

◇「幸せ」は一人一人違うことに

気付く。 

展 

開 

３ 教材を通して道徳的価値を捉える 

教材「しあわせ」を範読する。 

○主人公は、給食時間の話し合いを通して、どのようなこ

とに気付いただろう。 

・みんな、考え方が違うということ。 

・人によって幸せを感じる場面が違うということ。 

４ 道徳的諸価値を理解する。 

〇「全体のしあわせを考えるスタート」には、どのような

ことがあるだろう。 

・自分だけの考えで幸せになろうとしても、みんなが幸

せになるとは限らない。 

・人によって幸せは違うので、違いを知らないと、どう

すればよいか分からない。 

○「全体のしあわせ」とはどのようなことだろう。 

・嫌な思いをしている人がいないこと。 

・全員が納得できることをしていること。 

 

 

５ 自己を見つめる 

○「全体のしあわせ」を実現させるためには、どうしたら

よいだろう。 

・相手の話をよく聞いて、どうしてそのように考えるの

か理解しようとする。 

・相手の立場を尊重して物事を考えようと努力する。 

 

 

・交流（３グループ）、発表（各

グループ１名） 

◇教材の中でも「幸せ」は違いが

あることに気付く。 

 

・交流（３グループ）、発表（各

グループ１名） 

◇「考え方の違いを知ること」が

大切であることに気付く。 

 

 

・交流（３グループ）、発表（各

グループ１名） 

◇「全体のしあわせ」を実現する

ことは難しいものであること

に気付く。 

 

・入力（端末・クラウド上） 

・交流（３グループ）、発表（各

グループ１名） 

◇上記の難しさを理解した上で

どうしたらよいか、日常生活

と結び付けて考えを深める。 

終 

末 

６ 振り返り 

○学んだこと・考えたことを自由に振り返ろう。 

 

・入力（端末・クラウド上） 

・交流（フリー）、発表（３名） 

・振り返りの参考となる視点を

掲示する。 

 


